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●視察日時 

    令和 5年 7 月 24 日（月）～25日（火） 

 

●視察地 

    埼玉県戸田市（議会モニター制度について） 

    茨木県取手市（委員会のオンライン開催について） 

 

●参加の目的 

令和 5 年度議長諮問事項の議会モニター制度や委員会のオンライン開催について、

感染症の蔓延、大規模災害、育児や介護などを理由として出席できなかった議員が

委員会へ出席できるメリットがある。また、多様な働き方の中で、議員のなり手不足

解消の一助となることから、先進地に学び、その手法を学ぶため。 

 

●視察項目 

【7 月 24 日 埼玉県戸田市】 

1.議会モニター制度について 

①議会モニターの選出方法と意見交換の実施状況 

②モニター意見への対応状況や成果 

2. 委員会活動について 

①委員会での年間活動テーマの設定と実施状況 

②委員会が実施する懇談会の実施状況と成果 

③委員会の政策提言の提出状況と成果 

【7 月 25 日 茨城県取手市】  

3．デモテック戦略について 

①委員会及び本会議(模擬)のオンラインによる開催状況と成果 

②オンライン開催に伴う条例や会議規則の改正、規程や申し合わせ事項の整備状況 

③本会議や委員会における音声認識技術の活用状況 

4．議会における住民参画について 

①委員会における傍聴人等の発言実績と成果 

②議会への住民参画の取り組みと実績 

 

●視察者：瑞浪市議会 議会運営委員会 

委員長 榛葉利広・副委員長 渡邉康弘 

柴田増三・熊谷隆男・成瀬徳夫・三輪田幸泰・辻正之 

議長 加藤輔之・副議長 柴田幸一郎 

随行 議会事務局総務課課長 
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●視察行程 

【1 日目】 

 

 

期 日 行　　程 備　　　考

7月24日 瑞浪駅改札前 集合

(月) 瑞浪駅 発

　ＪＲ中央本線 快速 名古屋行  9:23　名古屋発　　 8:42 名古屋駅着

　新幹線 のぞみ214号 東京行   8:57 名古屋駅発  10:33 東京駅着

　ＪＲ京浜東北線 快速 南浦和行  10:47 東京駅発    11:08 赤羽駅着

　ＪＲ埼京線 普通 武蔵浦和行  11:21 赤羽駅発

戸田駅 着

・・・徒歩orタクシー・・・

【昼食】 ◆ 松栄庵（蕎麦処）

     戸田市上戸田1-20-13

     TEL 048-444-8888

・・・徒歩・・・

戸田市役所 着

【視察】 戸田市議会

　戸田市役所 　① 議会モニター制度について

　　戸田市上戸田1-18-1 　② 委員会活動について

戸田市役所 発

・・・徒歩orタクシー・・・

戸田駅 着

戸田駅 発

　ＪＲ埼京線 普通 新宿行  9:23　名古屋発　15:46 赤羽駅着

　ＪＲ京浜東北線 普通 桜木町行  15:53 赤羽駅発  16:07 日暮里駅着

　ＪＲ常磐線 特別快速 土浦行  16:14 日暮里駅発

取手駅 着

・・・徒歩・・・

【ホテル】 ◆ 東横ＩＮＮ 取手駅東口

     取手市取手3-4-18

     TEL 0297-70-1045

・・・徒歩・・・

【夕食】 ◆ 福和内（居酒屋）

     取手市新町2-2-8

　　 TEL 050-5890-7089

↓

17:00

↓

↓

13:00

18:00

↓

12:45

15:10

～

15:00

↓

15:20

15:36

↓

↓

16:44

11:40

～

12:40

↓

時 間

7:30

7:43

↓

↓

↓

11:30

↓
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【２日目】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期 日 行　　程 備　　　考

7月25日 ホテル 発

(火) ・・・取手市様公用車・・・

取手市役所 着

【視察】 取手市議会

　取手市役所 　① デモテック戦略について

　　取手市寺田5139 　② 議会における住民参画について

取手市役所 発

・・・取手市様公用車・・・

取手駅 着

・・・徒歩・・・

【昼食】 ◆ 味蔵（和食）

     取手市取手2-10-15

     TEL 0297-73-0710

・・・徒歩・・・

取手駅 着

取手駅 発

　ＪＲ常磐線 普通 品川行                    14:49 東京駅着

　新幹線 のぞみ45号 博多行  15:12 東京駅発    16:48 名古屋駅着

　ＪＲ中央本線 快速 中津川行  17:07 名古屋駅発

瑞浪駅 着

瑞浪駅 解散

9:50

↓

9:40

↓

↓

10:00

～

12:00

17:57

18:00

13:59

↓

12:15

～

↓

12:25

13:25

↓

13:35

12:10

時 間

↓
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●視察内容 

【1日目】7月 24 日（月）埼玉県戸田市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１. 議会モニター制度について 

 

議会モニター導入の経

緯 

平成 2 年に市民から要望、提言その他の意見を広く聴取し、「市

議会の円滑かつ民主的な運営の推進」を目的に議会モニター制

度を開始した。当初は議会報告会も検討されたが、議会報告会

のかわりとして議会モニター制度を実施することに至った。 

議会モニターの選出方

法と意見交換の実施状

況 

11 月から 12 月に翌 2 月初旬から 1 年間の任期で 15 名（定員）公

募している。毎年 5 名程度の応募があり、2 月に委嘱場を交付す

る。議会モニターから、本会議、委員会等の傍聴により議会運営

に関する意見をいただくほか、年に 2 回意見交換を実施してい

る。 

※無報酬だが謝礼として図書カード 1 万円分を進呈。 

モニターからの意見・提

言への対応と成果 

毎年、議会モニターから出されたすべての意見に対して、議会で

検討した結果を回答している。令和 4年度は 12件の意見、提言が

あった。これまでに、市議会だよりの左開きへの変更や記事内容

の変更、市議会議場録画の放映時間の表示など、意見が反映さ

れ改善されている。 

                                                 ＊詳細は添付資料参照 
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 ２．委員会活動について 

 

委員会での年間活動テ

ーマの設定と実施状況 

毎年 2 月に各委員会にて１年間の活動テーマを決定し、テーマに

対する年間活動計画を策定し、3 月定例会で委員長報告が行われ

る。原則毎月 1 回以上の委員会を開催し、1 年かけて現状把握や

調査研究を行うとともに、テーマに則した市内及び先進市の視察

を行い検証する。最終的に政策立案・政策提言としてまとめ、翌

年 1 月に各委員会から執行部に提出している。 

委員会が実施する懇談

会の実施状況と成果 

懇談会は議会または、委員会が必要と判断した場合に開催する。

令和 3 年は 2 委員会が、令和 4 年と令和 5 年は、1 委員会ずつが

開催している。 

関係団体や市民から生の声を聴くことが重要として、懇談会で把

握した課題・要望が、提言書に反映されている。 

委員会の政策提言の提

出状況と成果 

平成 21 年 2 月から年間活動テーマを導入し、毎年各委員会から

テーマに対する提言書・要望書・意見書等が作成され、執行部（担

当部長に対して）に提出されている。その後の検証は議会が追い

かけていく形であり、委員会の代表質問等を行う場合もある。 

                              ＊詳細は添付資料参照 

【 考   察 】 

戸田市の規模や状況を鑑みて議会報告会の開催で

はなく「議会モニター制度」を導入している。 

モニター経験者が議員に挑戦した事例はなく、議員

の担い手不足解消に繋がっているとは言えないとの

ことであった。瑞浪市では、モニター制度導入より、議

会報告会や懇談会をより積極的に実施すべきではな

いかと感じる内容だった。 

委員会活動においては戸田市議会が委員会に重きを置いていることが感じられ、参考すべき点

が非常に多かった。委員会構成後すぐに、年間活動テーマを定め、年間活動計画を策定し、調査研

究が重ねられている。テーマについて、各種関係団体や市民との懇談会、先進地視察を実施したう

えでまとめられた政策立案・政策提案書は、委員会の質の向上に寄与する内容であった。また議会

の監視機能や主体性が高まり、議員間討議、議会の活性化に繋がっている。 
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【2日目】7月 25 日（火）茨城県取手市  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．オンライン委員会について 

オンライン委員会導入

の経緯 

令和元年からタブレット導入の検討を進めるなかで、令和 2 年

4 月の緊急事態宣言後の市議会感染症対策会議をオンラインで

開催したことが発端となり、同年 7 月のデモテック戦略協定締

結に至った。 

官民学連携① デモテック戦略協定 令和 2 年 7月締結 

「新しい民主主義の手法を構築するチャレンジ連携に関する協定」 

官民学連携➁ 音声テック協定 令和 3年 4 月締結 

「議場内中継配信機材の提供と本会議・委員会発言内容のリアルタイ

ム字幕表示機能等」 

オンラインによる開催

状況と成果 

令和 2 年 7 月のデモテック戦略協定締結後、翌 8月にタブレッ

トを購入し、同年 11 月にタブレットを用いたオンライン委員

会を開催、12 月に Sidebooks の表決システムにて本会議表決、

令和 3 年 6 月にはオンライン委員会においてオンライン表決に

至っている。 

オンラインによる委員会は、令和 2 年に 6 回、令和 3 年に 38

回、令和 4 年に 17 回開催されているほか、各種会議、現地調

査、中学生との協同作業、市民との意見交換会等のコロナ禍に

おける様々な会議がオンラインで開催されていた。 

音声技術の活用状況 AI 音声認識技術により、議場中継がリアルタイムで字幕表示さ

れるとともに会議録速報版が作成され、またスピーディーに会

議録が作成されていた。 

＊詳細は添付資料参照 
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４．議会における住民参画 

 

委員会における傍聴人

等の発言実績と成果 

委員会での傍聴人の発言は、令和元年以降４回あり。 

直近では、令和 4 年の 1 月の議会運営委員会で、障害者団体の方

からの発言。 

「階段があるこの建物での傍聴は不便であり、インターネット中継

の固定カメラでは見たいところが見えない。この状況は傍聴と呼

べない」とのご意見があり、自分で画面を動かすことのでき 360

度カメラの導入に至ったという経緯があった。」との報告を受け

た。 

議会への住民参画の取

り組みと実績① 

市民との意見交換会 

※平成 30 年度より、報告会ではなく市民との対話を重視した

「意見交換会」として実施。 

※令和 4年 11 月開催 25名参加、令和 5年 5 月開催 41 名参加。 

オンラインを活用して、複数会場で同時に進行により、会場が

違っても情報共有が行えていた。参加した市民からは「家にい

ても手軽に参加できる」「オンラインだからこそ参加できた」と

高評価であった。 

議会への住民参画の取

り組みと実績② 

中学生との協働作業 

※オンライン併用したハイブリッド開催。 

※令和 4年度は 2 校で開催 

①前半：各クラスで議員に相談しながら提案（議案）を作成し、

選挙によりクラス代表を決定。 

②後半：クラス代表は議場に集まり、各教室とオンラインで中

継を結び、議場で議案説明、議案質疑、採決をして、可決した

議案は議長に提出 

中学生との協同事業により、議会議員に対するイメージが、身

近な存在となり議会に興味がわく生徒も多かった。 

議会への住民参画の取

り組みと実績③ 

市民リライター 

※新たな議会への関心、住民参加型の新しい議会の形を目的に

導入されています。 

本会議、委員会にて音声認識システムにより作成された文書の

文字変換内容を、音声を確認しながら誤りを修正する「リライ

ト作業」を市民が実施（オンラインによる）。 

議会への住民参画の取

り組みと実績④ 

来て！見て！知って！取手市議会 

議会の動き、議会の仕組み、議会の決定内容など、市内在住・

在勤・在学の方から希望があった場合に伝える事業。 

＊詳細は添付資料参照 
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【 考   察 】 

議員の担い手不足の面からのオンライン議会の可

能性は大きいと感じたと共に、大変参考になった。 

実際に公式な委員会やその他、非公式な会議まで含

んで年に 50 回の開催している。タブレットの活用は、

オンライン視察(現地に行かずも現場把握)、広報広聴

(相手の都合に合わせやすい)、災害対応(災害時は地

元に残りつつ、議会・議員活動)、研修(オンライン研

修は効率的)、ペーパーレス(年 18 万枚減、職員時間外大幅減)と示唆に富んだ内容

だった。 

これを瑞浪市議会の現状と重ね合わせてみると、まず議会改革の位置づけを議会

の最重要課題とするのかどうかの議会の覚悟が必要である。その年度の議長諮問や

議会改革特別委員会の判断により、ある程度の改革は行われるが継続性がないよう

に感じる。本来は、4年間の継続性が必要(更に長い継続性も)である。 

これが出来るかどうかが「議会改革」の成功のカギ

を握っている。さらに感じたのは、自治体規模の関係

もあり困難なこともあるが、事務局のＩＣＴ関連強化

の必要性が急務である。これが出来ないと、タブレッ

ト端末の維持すらできないのが現実で、オンライン委

員会の開催についても実現が非常に厳しいと言わざる

を得ない。 
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令和 5 年 8 月 3 日（木） 

 

第 11 回 議会運営委員会 
 

 

 

「視察にかかる議員間討議」 

 

～戸田市議会、取手市議会を視察して～ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

8 月 3 日（木） 議会運営委員会「視察にかかる議員間討議」より 
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【7月 24 日 埼玉県戸田市】 

1.議会モニター制度について 

①議会モニターの選出方法と意見交換の実施状況 

②モニター意見への対応状況や成果 

■委員会での意見のまとめ 

戸田市議会モニター制度は、大前提として人が集まらない議会報告会の代わりとして導

入されていました。任期１年の議会モニターは 15人を定員としており、無報酬でも公募に

より毎年 5名程度の応募がある状況でした。しかし、定数を満たすことがなく「議会をより

よいものにする」「意見聴取により、市議会の円滑かつ民主的な運営を推進する」といった

本来の趣旨から逸脱して、市政に関する御意見が多いことが課題としてあがりました。また、

議会モニターから立候補しても議員へなろうとした方はいないという現状を確認しました。

瑞浪市で議会モニター制度を設けた場合、戸田市と同様に「議会をより良いものにする」と

いった目的から離れた意見が出されることが想定されます。また、モニター制度の導入によ

り、議員のなり手不足解消には繋がらないのではないかとの議論が行われました。 

しかしながら、長期的な視野で考えると、20、30 代のモニターの方がモニター経験をも

とに議員になる可能性もあるため、今後も継続して議会モニター制度の導入について検討

が必要であるとの考えもありました。 

 

2. 委員会活動について 

① 委員会での年間活動テーマの設定と 実施状況 

② 委員会が実施する懇談会の実施状況と成果 

③ 委員会の政策提言の提出状況と成果 

■委員会での意見のまとめ 

戸田市議会は、各委員会で年間活動テーマを作成し、毎月最低 1回は委員会を開催し、テ

ーマの調査研究、視察と検証を行い、１年の集大成として政策提言書、政策立案を執行部へ

提出しています。しかしながら、執行部側からの答弁はなく議会で追跡しているため、活動

としては不十分に感じました。 

戸田市議会は複数年に渡る委員会の任期のためその間同じテーマでも活動できるが、本

市議会は 1年で委員会構成が変わるため必ず 1 年で結果をまとめる必要があります。 

また、議長諮問の各テーマに対して、委員長がその年度以降の課題を把握しながら毎月委

員会を開催して調査、研究をおこない、一般質問での委員会質問や、委員会からの政策提言

につなぐことが出来れば、戸田市以上に良い委員会活動になるという考えもありました。 

 

【7 月 25 日 茨城県取手市】  

3． デモテック戦略について 

①委員会及び本会議(模擬)のオンラインによる開催状況と成果 
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②オンライン開催に伴う条例や会議規則の改正、規程や申し合わせ事項の整備状況 

③本会議や委員会における音声認識技術の活用状況 

■委員会での意見のまとめ 

取手市議会が導入しているデモテックとは、デモクラシーとテクノロジーの略語であり、

ICT 技術を活かしタブレットとソフトウエアーを利用した本会議と委員会が開催されてい

ました。新人議員の会議対応や、急遽オンライン委員会に切り変わった時の事務局の対応、

オンラインにそぐわない会議の整理等が課題として挙げられました。 

委員会のオンライン開催は、災害時や感染症蔓延時など急性期の議会開催の手法である

ことが大前提となっており、本市議会においても導入しているタブレットを利用したオン

ライン委員会の開催に、有効な手段となります。しかしながら、平成 30年タブレット導入

から 5 年経過したものの本市議会の ICT 化は進んでいない状況であり、今後の利用につい

て検討する時期が来ていると感じます。 

また取手市議会は、アミボイスと言われる音声を文字変換する AI ソフトを利用して、全

ての委員会及び本会議の映像配信画面にほぼ同時に文字起こしを行っており、参考にした

いとの意見がありました。その反面、議会広報誌が非常に簡素なものになっており、疑問を

感じるという意見もありました。 

 議会の ICT 化を進めるのであれば、まずは、議案集、議案資料など会議における資料のペ

ーパーレス化をどこまで進めるのかが検討課題であると考えています。 

 

4．議会における住民参画について 

①委員会における傍聴人等の発言実績と成果 

②議会への住民参画の取り組みと実績 

■委員会での意見のまとめ 

取手市議会における住民参画では、「市民との意見交換」への参加者の 80%が満足と高評

価でありました。現地会場と議場、オンライン参加者とオンラインで結びハイブリッド開催

をおこなっており、交通手段や環境を気にすることなく、また市外にいても参加ができるた

め高く評価されているように感じました。 

 「中学生との共同事業」に関しては、二部制に分け前半に学校に訪問して模擬的に議長投

票を実施し、後半は議場でプレ議会を開催するなど、主権者教育としても非常に良い取り組

みとの意見がありました。本市でも取り入れるべきものであると感じました。 

瑞浪市議会も過去に高校生、中学生との意見交換会を実施しています。前教育長、学校教

育課も実施を望まれているため、議会への住民参画への取り組みとして継続的に実施でき

る体制整備が必要であると考えます。 
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